
［成果情報名］チモシー草地への塩素系肥料の施用により低ＤＣＡＤ牧草が生産できる

［要約］チモシー草地に一般的化成肥料に変えて塩素系肥料である塩安・塩加を施用する

ことにより、牧草中の塩素濃度が高まり、その結果ＤＣＡＤが低下することから、乾乳後

期牛への給与により乳熱の予防が期待できる。
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［背景・ねらい］

乳熱予防のためには、分娩３週間前からの移行期における給与飼料のイオンバランス（カ

チオン・アニオンバランス＝ＤＣＡＤ：Dietary Cation Anion Difference）を下げることが重

要とされている。

そこで、窒素肥料として塩化アンモニア（塩安）、加里肥料として塩化加里（塩加）を

チモシー草地に施用したときの牧草の塩素含有率及びＤＣＡＤの変動を明らかにする。

［成果の内容・特徴］

１．窒素及び加里肥料として塩安・塩加を用いても、化成肥料と同等の乾物収量が得られ

る（図１）。また、塩安・塩加の施用により硫黄は無施用となるが、硫黄の欠乏症状

とされる葉全体または葉先の黄化、萎れなどは短期的には観察されない。

２．牧草中塩素含有率は、塩安・塩加の施用により高まる。一方、牧草中硫黄含有率は硫

黄施用量の違いによる影響を受けない。また、牧草中ナトリウム及びカリウム含有率

には一定の傾向が認められない（表１）。

３．チモシーのＤＣＡＤは、塩安・塩加の施用により低く推移する（図２）。

［成果の活用面・留意点］

１．本試験に用いた品種は「クンプウ」である。

２．本試験に供試した圃場の土壌は、八甲田系火山灰黒ボク土壌である。

３．塩安・塩加施用区のリン酸肥料は苦土重焼燐を用いた。また、対照区に用いた化成肥

料は草地用８２２であり、これの成分は、Ｎ：尿素態 10 ％＋燐安態 4 ％＋硫安態 4 ％、

Ｐ：燐安態 12 ％、Ｋ：塩加態 12 ％、Mg：水マグ態 5 ％である。

４．ＤＣＡＤの算出には次式を用いた。

ＤＣＡＤ（mEq/kgDM）＝ Na(%)× 435 ＋Ｋ(%)× 256 － Cl(%)× 282 －Ｓ(%)× 624

５．乳熱の予防には、配合飼料を含めた給与飼料全体のＤＣＡＤを考慮する必要がある。



［具体的データ］
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表１　牧草中無機成分含有率

１番草 ２番草 ３番草 １番草 ２番草 ３番草 １番草 ２番草 ３番草
 塩安・塩加施用区 0.01 0.01 0.03 0.02 0.01 0.02

対照区 0.01 0.01 0.04 0.02 0.01 0.02
 塩安・塩加施用区 2.29 1.77 1.65 2.37 1.95 2.02

対照区 1.85 1.79 1.55 2.47 1.73 1.89
 塩安・塩加施用区 1.48 1.58 0.87 1.08 1.00 0.84

対照区 1.20 1.05 0.55 0.84 0.68 0.53
 塩安・塩加施用区 0.19 0.43 0.39 0.36 0.36 0.34

対照区 0.15 0.42 0.31 0.23 0.31 0.40
※：利用１年目と２年目を反復とした。**；１％有意差あり、*：５％有意差あり、ns：有意差なし

※:ａｂ間に5％水準で有意差あり
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図１　乾物収量
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○草地造成時に土壌改良資材
　としてリン酸質資材をP２O５

　として20㎏/10a施用。
○2007年９月12日に、基肥と
　して窒素、リン酸、カリをそれ
　ぞれ５㎏/10a施用、播種量
　は２㎏/10a。
○１番草は出穂期、再生草は
　草丈70～80㎝を目安に年３
　回刈り。
○年間の成分施用量はN-
　P２O５-K２O＝15-10-10

　㎏/10a、番草毎の施肥配分
　は５：３：２。

図２　ＤＣＡＤの推移
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